
風節
季

九
州
（
過
去
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
生
息
し
て
い
た

が
、
都
市
化
な
ど
に
よ
る
生
息
地
の
分
断
に
よ
り
、
絶

滅
し
た
と
さ
れ
る
）
と
千
葉
県
（
房
総
半
島
が
海
や
開

発
さ
れ
た
広
大
な
平
野
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
他
県
か
ら

の
移
動
が
、
物
理
的
に
困
難
な
た
め
生
息
し
て
い
な
い
）

を
除
く
日
本
各
地
で
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
人
身

被
害
が
毎
日
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
冬
眠
前
の
摂
食
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
時
々

私
が
散
歩
す
る
円
山
公
園
に
も
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
、
２

週
間
ほ
ど
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
環
境
省
の

発
表
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
４
月
～
９
月
末
の
半

年
間
で
、
日
本
全
国
で
起
き
た
人
身
被
害
が
99
件
・

被
害
者
１
０
８
人
・
死
亡
者
５
人
に
上
り
、
す
で
に

昨
年
度
の
年
間
被
害
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

い
っ
た
い
ク
マ
と
は
ど
う
い
う
生
き
物
な
の
だ
ろ

う
。
ク
マ
は
イ
ヌ
や
ネ
コ
と
同
じ
ネ
コ
目
（
食
肉
目
）

の
仲
間
で
約
２
０
０
０
万
年
前
頃
か
ら
独
自
の
進
化

を
と
げ
、
植
物
を
噛
み
砕
き
磨
り
つ
ぶ
す
の
に
適
し

た
臼
歯
が
発
達
し
た
ら
し
い
。
本
来
は
食
物
の
９
割

は
植
物
で
、
春
に
は
芽
吹
い
た
ブ
ナ
の
葉
や
イ
チ
ゴ

類
な
ど
の
植
物
を
、
秋
に
は
ド
ン
グ
リ
や
柿
の
木
の

実
な
ど
を
食
べ
、
季
節
の
変
化
に
応
じ
て
食
物
が
異

な
る
美
食
家
ぶ
り
を
み
せ
る
。

ク
マ
は
11
月
か
ら
翌
年
４
月
頃
ま
で
冬
眠
し
、
そ

の
時
期
の
体
温
の
降
下
度
が
小
さ
く
、
基
本
的
に
中

途
覚
醒
す
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ
は
年
間
を
通
じ
て

３
段
階
の
イ
ン
ス
リ
ン
応
答
性
を
示
す
と
さ
れ
て
い

る
。
秋
に
栄
養
を
蓄
え
、
肥
満
状
態
に
な
る
と
イ
ン

ス
リ
ン
感
受
性
が
増
強
さ
れ
、
そ
の
数
週
間
後
に
冬

眠
特
有
の
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
段
階
に
入
り
、
春

に
目
覚
め
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
が
冬
眠
前
の
段

階
ま
で
回
復
す
る
。
こ
の
３
段
階
を
整
理
し
て
み
る
。

①
過
食
期
（
秋
）
は
50
㎏
以
上
の
体
重
が
増
加
す
る

時
期
だ
が
、

細
胞
の
イ
ン

ス
リ
ン
感
受

性
が
高
ま
り
、

イ
ン
ス
リ
ン

と
血
糖
値
は
一
定
に
維
持
さ
れ
る
。
②
冬
眠
期
は
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
示
す
が
、
高
イ
ン
ス
リ
ン
血
症

と
高
グ
ル
カ
ゴ
ン
血
症
に
よ
り
正
常
血
糖
値
が
維
持

さ
れ
糖
尿
病
を
発
症
し
な
い
。
脂
肪
組
織
に
よ
る
脂

肪
の
燃
焼
力
が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利

用
が
可
能
と
な
る
。
③
活
動
期
（
春
）
は
冬
眠
か
ら

目
覚
め
る
時
期
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
と
体
重
増

加
が
完
全
に
回
復
す
る
。
『
こ
の
可
逆
的
な
イ
ン
ス

リ
ン
感
受
性
の
切
り
替
え
能
力
』
が
ク
マ
の
代
謝
制

御
の
最
大
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ク
マ
は
５
～
７
か
月
も
の
長
期
間
冬
眠
す
る
も
の

の
、
筋
肉
量
を
維
持
す
る
驚
異
的
な
能
力
を
持
っ
て

い
る
。
筋
肉
減
少
率
が
寝
た
き
り
患
者
で
は
０
・
５

～
１
・
０
％
／
日
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
約
２

％
／
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
冬
眠
中
の
ク
マ
は
ほ

ぼ
０
％
／
冬
眠
期
間
で
筋
肉
が
完
全
に
維
持
さ
れ

て
い
る
。
広
島
大
学
、
北
海
道
大
学
、
神
奈
川
大
学
、

東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
冬
眠
期
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
筋
肉
を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
・
分
解

制
御
系
が
顕
著
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

近
い
将
来
、
ク
マ
の
冬
眠
期
に
関
す
る
研
究
に
よ

り
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
示
す
糖
尿
病
や
高
齢
者

に
顕
著
に
見
ら
れ
る
廃
用
症
候
群
・
フ
レ
イ
ル
・
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
に
対
す
る
新
し
い
治
療
方
法
が
発
見
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ク
マ
と
ヒ
ト
と
の
接
点
は
古
く
、
ギ
リ
シ
ア
神
話

時
代
に
遡
る
。
日
本
神
話
に
お
い
て
も
神
や
知
恵
の

あ
る
存
在
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
縄

文
時
代
の
青
森
県
弘
前
市
尾
上
山
遺
跡
か
ら
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
ク
マ
形
土
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

本
年
11
月
中
旬
に
富
山
県
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
幼

獣
が
駆
除
さ
れ
た
。
人
命
に
は
変
え
ら
れ
な
い
こ
と

は
百
も
承
知
だ
が
、
幼
獣
の
駆
除
に
は
正
直
な
と
こ

ろ
、
抵
抗
を
感
じ
る
。
今
後
、
よ
り
正
確
な
個
体
数

を
把
握
し
た
上
で
駆
除
を
行
う
一
方
、
人
里
離
れ
た

奥
深
い
森
林
で
十
分
な
食
物
を
確
保
し
、
ク
マ
の
生

活
領
域
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
適
正
な
個
体
数
を
維
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ク
マ
に
学
ぶ
現
代
病
へ
の
処
方
箋

―
ク
マ
に
み
ら
れ
る
糖
尿
病
と
廃
用
症
候
群
に
陥
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
―
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